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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
唐代の文学者元結は、君主に対し政治上の問題点を指摘し諫める諷諭の作品を多く残しており、
社会派の文学者と位置づけることが一般的である。ただし、その晩年の詩文は、自然の景物、特に
奇怪な形状をした水石を題材としたものが多くなり、表だって社会を批判する作品を作らなくなる。
このような詩風の変化は、一見したところ白楽天・元稹ら中唐詩人の諷諭と閑適という構造に類似
しているため、盛唐を代表する詩人杜甫とほぼ同時期に生きていたにもかかわらず、中唐の詩人と
して扱われることが多い。 
本論文は、元結について、社会と彼の実人生との関わりにおいて、その文学の形成と発展のあと
をたどり、諷諭という視点から統一的に解釈・説明し、盛唐の文学者として学史中に位置づけるこ
とに成功したものとして高く評価することができる。 
著者は、元結の作品中に見られる諷諭表現がどのように発展したのかを、元結の経歴に即して明
らかにするという方法をとり、退隠後の住処に選んだ浯渓は、元結にとって自らの心を癒やす閑適
の場としてのみではなく、世俗世界と対峙する空間として機能しており、そこに見いだした怪石を
題材とした作品も諷諭の意図が込められているのを明らかにしたことは従来の通説の見直しを迫る
ものとして評価できる。 
また、本論文はどの章も、常に広く内証（元結の他の作品）と外証（同時代の文献など）とを求
めた上で先行諸説を子細に吟味し断案を下しており、提示された解釈は揺るぎのないものというこ
とができる。たとえば元結の文学者としての姿勢は、族兄元徳秀の影響があることが知られている
が、著者は唐一代の元徳秀に言及した詩文と元結の「元魯県墓表」を比較し、元結のみが元徳秀の
清廉潔白で強い意志を貫いた生き方を重視している点に元結の文学者としての出発点があるという
ことを明らかにしたことは、その特に優れた成果であるといえる。また、元結の代表作「大唐中興
頌」は、中興を称賛した作品か皇帝に対する批判を含む作品か解釈の分かれる作品であるが、時代
背景、元結の同時期の作品、頌という文体の性格から諷諭の作であるとする著者の主張は、説得力
を持つ。 
このように本論文は、元結という文学者を、豊富な資料と丁寧な作品分析を通して盛唐文学の中
に位置づけることに成功しているのであるが、白楽天・元稹など中唐の文学者における諷諭と閑適
との相違についての検討は、さらに深める必要があるであろう。しかしながら、これは今後の著者
によるさらなる探求に期待すべきものであり、本論文の価値をいささかも損なうものではない。 
 
２ 最終試験 
  令和２年１月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確
認は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（２）に該当することから免除
し、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
